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素敵な伊勢原農場 

10 月 16 日(月)，2 年 2 組は東京農業大学伊勢原農場を訪問し，農場の先生方から前々週の 1

組に続いて，農場の作物，とくに果樹について教えていただきました。伊勢原農場の地は縄文中期

から後期にかけての遺跡群で知られるように，古くから豊かな土地だったようです。農場では，水

耕栽培の温室では葉菜類や花き，露地ではサトイモ，ブロッコリーなど季節の農作物，果樹として

はブドウ，ミカン，リンゴ，モモ，ナシ，カキ，キウイ，イチジクなどが栽培されています。東京

農大の研究や実習を目的とした農場ですので，品種や仕立て方などを変えて栽培されていることも

興味深いのですが，子どもたちにとってはもう少し先の学びとなることでしょう。 

｢また農場に行きたい｣という子どもたちの声が聞こえた伊勢原農場での実習でした。 

 

1 年生は厚木キャンパスへ 

10 月 19 日(木)，先々週の 1 組に続いて，1 年 2 組が厚木キャンパスの先生方にお世話になり

ました。 

杉山先生や学生さんにお世話になった植物実習では，コナラ，スダジイ，そしてクヌギの実，さ

らにカエデ，モミジ，ユリノキの種を探したり，ミカンをいただいて観察したり，イガに気を付け

ながら栗拾いをしたりしました。ユリノキの種がくるくると回転しながら落ちてくる様子に，子ど

もたちは大喜びでした。 

内山先生，土田先生や学生さんたちにお世話になった動物実習では，長靴や手の消毒をしたあと，

モルモットを観察したり，ポニーに触れて体のつくりを見たり，サラブレッドの走り方の観察をし

たりしました。はじめに，馬の歩く音ってどんな音？という質問があり，子どもたちは｢パカパカ｣

｢ゴトンゴトン｣などと意見を出しました。｢じゃあ実際に 2 頭の馬に歩いてもらうよ｣と子どもた

ちの目の前で馬を歩かせみると，1 頭目はよく聞いたことのある｢パカパカ｣に近い音でしたが，2

頭目は音がしません。子どもたちは｢あれ？｣｢なんで？｣｢え？｣と不思議そうな声をあげました。し

かし先生からすぐのお答えはなく，後からになりましたが，サラブレットの足を持ちあげて裏を見

せてくださいました。そう，そこには蹄鉄がついていたのです。 

こうして 1 年生の子どもたちは，五感をいっぱいに働かせ，実物に触れ，大学の先生のお話を聞

いて，目の前の体験を深い学びに変えていました。農大稲花小の子どもたちの実習は，大学の協力

もあって深い学びになっていることを，引率の教員も実感しました。 

 

学級閉鎖 

今週，インフルエンザ感染児童数が増加し，1 学級では 3 日間の学級閉鎖の措置をとりました。

その他の学級も，換気，手洗いほか感染症防止のための措置を取りましたが，幸い，大きく蔓延す

ることはなく，学級閉鎖も 4 日目には解除となりました。 

 



とはいえ，新型コロナウイルス感染防止に努めた頃と比較すると，ハンカチが無い子ども，手洗

い時間が短い子どももいて，残念なことです。マスクに慣れていたせいか，鼻水を拭くことができ

ない子ども，咳エチケットが疎かになっている子どもも少なくありません。過度に神経質になるこ

とはしたくありませんが，感染症流行時のマナーは誰にとっても大切です。また，登校前の健康観

察を行って，体調不良の時は登校について慎重な判断するようにお願いしていますが，これについ

て保護者の皆様のご協力に感謝しています。 

 

社会科見学 

3 年生は 10 月 18 日(水)，社会科の一環として農家の仕事を学ぶために，農大稲花小から徒歩

圏内にある｢中杉キッチンファーム｣を訪問しました。中杉さん，また｢畑の先生｣湯浅さんに解説し

ていただきながら，畑を見学したり，農機具を見せていただいたりしました。 

農大稲花小の子どもたちは，日ごろからゲストティーチャーや大学の先生から教えていただくこ

とが多いためか，どこに行っても，どなたとお目にかかっても，臆せずに質問をすることができま

す。知りたいことを質問することにより学びが深まる楽しさを，これからも忘れないでほしいと思

っています。 

  

短期担任交換 

 4 年生は 10 月 16 日(月)からの 1 週間，1 組の担任が 2 組の担任となり，2 組の担任が 1 組

の担任となる，短期担任交換を行いました。 

 高学年にさしかかるこの時期，学級担任と学年担任の複数の目で子どもたちを見ることにより指

導に役立てるだけでなく，それぞれの学級運営に反映することを期待するものです。本校では 1 組

と 2 組が同じ教材を使い，同じように授業を進めることによって，担任や学級に左右されずに所定

の学力をつけること，また，どの学級であっても変わらず楽しい学校生活を送れるようにすること

を目指しています。過去においても短期担任交換を行ったことがありますが，4 年生からスタート

した今年度，今後も随時，短期担任交換を行う予定です。 
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